
藻類細胞と動物培養細胞を融合さ せ る 技 術
（植物ゲノムを動物ゲノムに移植する技術）

自然界に は 、生物界を 跨いだ遺伝子の水平伝播の事例はあるが、数メ ガ b p 単位のゲノム
が異なる生物界の細胞間で移植されることはない。

本発明は、細胞融合を通して、数メガb p 単位の ゲ ノ ム を 染色体単位で植物細胞から動物
細 胞のゲノムへ移植する技術で あ る 。
こ の 技術により、植物ゲノムの有用形質をゲノムレベルで動物細胞に導 入できるほか、植物ゲ
ノムを動物ゲノムのプラットフォームで迅速にゲノム操作できることが可能に な っ た 。

概要

Matsunaga S. (2018) Planimal Cells: Artificial Photosynthetic Animal Cells Inspired by Endosymbiosis 
and Photosynthetic Animals. Cytologia 83, 3-6.
https://doi.org/10.1508/cytologia.83.3 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/cytologia/83/1/83_830103/_article/-char/ja

本技術が達成したいこと：複数の遺伝子を導入して発現させ

る程度では、植物由来の代謝経路を動物で動かすことはでき
ませ ん。
本技術は、導入ベクターを利用して一部の遺伝子発現を調整
するのではなく、植物の代謝回路の関与するゲノムを丸 ごと
移植し、機能を発現ま で さ せ る こ と を 可能に し ま す 。

今後の進展：宿主細胞となる動物細胞のゲノムは、供与細胞

である植物細胞のゲノムよりも大きい必要があります。また、
細胞融合による技術であるため、植物細胞の細胞壁を溶解し
て プ ロ ト プ ラ ス ト に す る 必 要があります。
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ゲ ノ ム 編集が困難な藻類ゲノムを
動物培養細胞内で編集したい。

動物培養細胞（C HO 細胞等）に藻類有用物質の代謝経路を作動させることで、
動物培養細胞の活性上昇や有用物質の生産性向上さ せ た い 。

3 D 細胞培養の内部細胞
に 用 いたい

藻類の染色体を動物ゲノムで
維持したい。

藻類ゲ ノ ム を 利用して光合成
を作動させることで、三次元
培養中の内部の細胞への酸素
供給を 可能にする用途が考え
られます。

創薬における薬理・安全性評
価のための三次元組織の維持
や、培養肉のサイズアップに。細胞治療用途：近年、藻類を利用した光合成治療が注目を集めています。

本技術を造血幹細胞に応用して、自己細胞から光合成起動型の赤血球を作製
で き れ ば 、心臓疾患の光合成治療への適用が期待されます。

考えられる用途：下記のようなニーズをお持ちの連携先を探しております。


